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爆
撃
研
究
　
第
百
九
十
號

い
・
催
し
有
丈
の
串
に
使
っ
て
あ
ろ
學
用
語
や
フ
・
セ
ル
の
諸
著
た
一
切
邦

鼓
し
て
あ
る
の
は
、
入
門
書
の
特
牲
か
ら
慨
然
の
事
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
等

の
語
や
書
名
が
初
礁
す
る
揚
間
に
ド
イ
ツ
語
な
併
顕
し
て
い
た
穿
再
、
れ
カ
つ

六
と
思
ふ
Q
本
搬
“
以
上
に
進
ま
ん
と
す
ろ
讃
者
に
と
っ
て
深
切
な
や
り
方
だ

と
患
ほ
れ
ろ
の
で
あ
る
。

　
又
本
蜘
補
に
は
附
錐
と
し
て
「
鷲
…
密
払
澗
理
學
瞥
見
」
為
添
へ
て
、
あ
る
。
我
が
μ
嗣
凹

に
刊
行
さ
れ
て
る
ろ
論
理
…
學
に
凡
べ
て
ア
》
ス
｝
テ
レ
ス
以
來
の
思
考
麗
麗

を
一
歩
も
綴
て
る
な
い
が
、
も
に
や
近
代
の
論
理
學
と
し
て
不
十
分
な
も
の

で
あ
ろ
こ
と
ほ
言
ふ
ま
で
も
な
い
Q
・
本
著
者
の
琶
ざ
す
駈
ば
詳
細
に
述
べ
ら

れ
て
な
い
、
只
轡
見
で
あ
る
が
、
こ
の
方
面
の
署
述
の
殆
ど
無
い
我
が
墨
界

に
ほ
、
一
の
劇
載
な
與
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
（
高
橋
）

　
（
理
想
融
撮
版
部
、
定
置
鐡
麟
七
七
銭
）

彙

報

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會

　
本
膳
に
於
て
例
年
の
通
り
去
る
＋
一
月
二
乎
八
B
土
曜
午
後
一

晴
牛
よ
り
公
開
講
演
會
を
重
罪
文
學
部
第
四
教
室
に
於
て
開
催
し

た
。
天
候
が
悪
く
て
、
小
雨
が
降
り
つ
ぜ
い
て
る
た
け
れ
ど
も
、

熱
心
な
蕪
衆
は
約
四
百
來
會
さ
れ
、
盛
會
の
中
に
午
後
五
暁
閉
曝

し
た
。

　
講
師
と
講
演
と
は
豫
告
の
通
り
、
次
の
や
う
で
あ
っ
た
。

｝
一
六

　
　
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
心
．
理
塵
・
　
本
営
・
助
親
授
　
則
石
井
…
勝
二
郎
君

　
　
へ
…
グ
ル
の
縄
鮒
観
念
論
本
誌
教
授
田
邊
　
元
鴛

　
引
馬
き
太
墨
卒
業
食
堂
に
於
て
講
師
を
中
心
と
し
て
晩
饗
會
を

開
く
。
蓮
く
は
豪
灘
よ
り
，
金
闘
各
地
か
ら
來
會
さ
れ
た
本
會
々

員
が
幽
十
一
名
勢
加
さ
れ
、
こ
れ
亦
感
情
で
あ
．
つ
た
。

　
教
育
研
究
會

　
昨
年
十
二
厚
一
日
並
畷
大
阪
府
麟
鼠
能
郡
経
歴
村
に
あ
る
箕
蒲
學
園
及
び

豪
な
き
幼
稚
園
」
を
参
訂
す
。
共
に
橋
請
ぜ
み
郎
氏
の
経
醤
に
か
・
り
、
自

由
圭
義
に
よ
る
新
し
い
敏
育
た
施
さ
ん
と
す
る
も
の
で
、
京
阪
地
方
に
於
け

る
戯
の
種
の
敏
育
施
設
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
で
あ
ろ
〇

　
十
二
月
十
一
珂
金
曜
痩
學
生
集
會
所
に
於
て
左
の
講
演
あ
り
。

　
　
数
授
伶
用
に
於
け
る
心
理
的
蒐
、
礎
と
論
理
的
幕
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
漉
帝
大
敏
授
　
伊
藤
　
猷
典
氏

　
氏
に
教
授
法
研
究
聖
上
に
於
け
ろ
過
虫
の
諸
大
家
の
號
な
返
次
検
討
し
れ

後
、
教
授
の
内
容
れ
る
文
化
財
に
論
理
的
に
挑
鋼
さ
れ
る
べ
く
、
生
徒
を
し

て
受
審
ぜ
し
め
ろ
教
授
の
襟
式
に
心
理
的
織
斑
に
依
ろ
べ
き
も
の
で
あ
る
と

氏
自
ら
の
説
為
以
て
結
脇
風
な
盆
ハ
へ
ら
れ
腫
れ
O

激
育
學
　
讃
書
會

十
二
月
入
概
火
曜
午
後
一
噂
よ
り
数
育
學
研
究
室
に
於
て
、

U
器
冒
（
葺
2
一
憲
菊
。
潔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西

貞
一
君
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印
哲
佛
漱
學
會

十
二
月
二
欝
水
曜
夜
樂
友
會
館
に
て
、

波
羅
提
木
叉
に
つ
い
て

三
三
讃
書
証

十
二
月
…
口
火
曜
午
後
一
時
樂
友
愈
愈
に
何
て
、

　
○
曾
建
告
P
℃
霧
8
「
置
欝
】
窪
い
・
囚
ヨ
ゐ
ω
o
賞

十
二
月
十
九
臼
翫
曜
午
後
一
旦
樂
友
愈
館
に
於
て
、

　
＜
隅
謄
，
α
Q
三
彩
ノ
♂
噸
o
o
罵
　
の
世
界

甲
斐
實
行
君

安
原
　
喜
行
君

頓
田
腸
…
鄭
震

美
學
會
例
會

十
二
月
七
齎
月
曜
午
後
三
蒔
樂
友
愈
舘
に
て
、

　
ハ
ン
ス
・
メ
ル
ス
マ
ン
の
音
樂
美
學
　
　
　
　
長
廣

右
講
演
が
終
っ
て
か
ら
鵬
井
講
帥
の
土
魂
晩
餐
會
存
行
ふ
。

敏
雄
君

倫
理
撃
悪
書
曾

十
二
鑓
凶
樋
金
曜
午
後
三
聴
倫
理
攣
研
究
室
に
於
て
、

　
臼
田
松
巖
の
蓮
話
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
豫
本
　
㎜
君

倫
理
學
一
一
會

十
二
日
〃
十
一
臼
金
曜
か
†
後
山
ハ
畔
傘
三
友
倉
鮎
鰭
げ
皆
鞭
て
、
、

　
精
紳
現
象
の
分
類
と
賞
蹉
の
領
域
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
新
刊
紹
介

龍
野
健
次
郷
君

寄

贈

雑

誌

一
誓
㎜
解
鮮
糀
曲
鱒
　
昭
欄
山
ハ
年
十
二
m
月
（
へ
・
一
惚
ノ
ル
｝
日
年
忌
詑
念
號
）

理
　
想
　
　
嗣
七
年
一
月
（
穿
在
論
主
題
號
）

哲
學
と
心
理
　
　
同
一
ハ
年
十
二
月

教
育
開
癒
研
究
　
岡
十
＝
月
（
岡
垣
舘
教
育
號
）

幕
督
敏
研
究

就
會
學
徒

奈
良
縣
教
育

精
騨
科
學

學
校
教
育

願
　
慧

倫
理
研
究

信
濃
敏
育

大
魯
學
報

生
理
學
研
究

同
十
二
月
〔
ヘ
ー
ゲ
ル
認
鰻
重
）

同
十
一
万

同
十
ご
月

同
十
一
月

同
十
二
月

同
十
二
月

同
十
一
万

綴
十
二
月

周
十
一
湾
（
宗
教
に
關
す
る
考
察
）

岡
十
二
月

　
垂
　
一
八
號

　
　
二
九
號

　
　
　
二
號

　
　
六
六
號

　
九
巷
二
號

五
巻
十
二
搬

　
一
三
四
號

　
六
年
四
號

　
ニ
ニ
三
號

十
年
十
二
號

　
　
一
七
號

　
五
四
二
號

一
二
巷
三
號

入
巷
十
二
號

．
寄

贈

儒

書

難
蝶
鱒
哲
學
年
誌

一
九
三
｝
年
度

＝
七

岩
波
書
居
側

定
偵
九
拾
銭


